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容量市場の在り方等に関する検討会事務局※

※本検討会は、資源エネルギー庁と電力広域的運営推進機関の共同事務局により開催している。
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2１．はじめに

◼ 2023年10月に応札が行われた容量市場メインオークション（実需給年度：2027年度）につい
て、2024年1月に約定結果が公表された。

◼ 現在、国の審議会（制度検討作業部会）において、約定結果の公表の報告を2024年1月に行う
と共に、今後のオークションに向けた検討の視点を示しながら、次のオークションに向けた検討を進め
ている。

◼ 供給信頼度評価については、調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（調整力等委員
会）で、技術的な検討が進められており、検討結果を受けて、供給信頼度評価の精度向上の扱い
について制度検討作業部会（国の審議会）で検討を進めている。

◼ また、調整力等委員会では、中長期の調整力確保の在り方について検討を行っており、中長期の調
整力設備の確保方法を検討するにあたり、まずは調整力設備量を確認する仕組みをどのように整え
ていくかについて、検討が行われている。

◼ なお、発動指令電源については、今回のメインオークションの約定結果では、応札容量がメインオーク
ションにおける上限容量を超過しなかったものの、その応札上限容量の設定について本件検討会でも
検討をあらかじめ進めておくことを考えている。

◼ ついては、本日は、次のメイン・追加オークションに向けた各関係箇所での検討状況についてご報告す
る。



3２．供給信頼度評価の精度向上について

◼ 第89回制度検討作業部会（2024年2月）において、供給信頼度評価の精度向上にして議論さ
れており、必要供給予備力の精度向上を図るため、今後、①偶発的需給変動、②厳気象対応に
ついて、毎年、算定年度毎に最新データを用いて算定していくことが提案されている。

第89回制度検討
作業部会資料より



4２．供給信頼度評価の精度向上について
【参考】夏季・冬季および春季・秋季の厳気象対応の考え方

◼ 具体的に、厳気象の考え方として、夏季・冬季および春季・秋季それぞれについて、第95回の調整力
等委員会で示された考え方に基づき算定する方向で整理されている。

第89回制度検討作業部会資料より



5２．供給信頼度評価の精度向上について
【参考】調整力等委員会における検討状況

◼ 供給信頼度基準としては、「偶発的需給変動のみに対応する供給信頼度基準」と定義され、厳気
象・稀頻度リスクを含めたEUEについては、「容量市場・供給計画における目標停電量」と定義するこ
ととされている。

第94回調整力
及び需給バラン
ス評価等に関
する委員会資
料より



6２．供給信頼度評価の精度向上について
電力・ガス基本政策小委における検討状況（EUE評価における算定諸元）

◼ 第89回制度検討作業部会（2024年2月）における、供給信頼度評価の精度向上にする整理に
もとづき、今後の容量オークションの目標調達量を算定していく。

第89回制度
検討作業部
会資料より



7２．供給信頼度評価の精度向上について
【参考】制度検討作業部会における検討状況（目標調達量の試算結果と2027年度の比較）

第89回制度
検討作業部
会資料より
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第95回調整力
及び需給バラン
ス評価等に関
する委員会資
料より

３．中長期の調整力確保の在り方について
①調整力等委員会における検討状況（中長期的な調整力の検討の進め方）

◼ 中長期的な調整力リソースの設備量について、調整力等委員会で中長期的な調整力設備の確保
方法や機能、設備量について検討が行われている。
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第95回調整力
及び需給バラン
ス評価等に関
する委員会資
料より

３．中長期の調整力確保の在り方について
②調整力等委員会における検討状況（調整力設備量を確認する仕組み）

◼ 調整力設備量の確認については、足元から中長期にかけて確認する観点があり、仕組みとして供給
計画や容量市場、調整力確保に関する計画を用いる案を示して議論を行っている。
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（内）LNG

３．中長期の調整力確保の在り方について
（参考）オークション結果の推移 ＜調整機能あり電源の契約容量＞

◼ これまでのオークションにおける調整機能あり電源の契約容量は65～72％で推移。

（対象実需給年度:2024～2026年度は2024年1月11日時点での契約容量で集計。）

容量[万kW]

調整機能あり電源

＜調整機能あり電源の契約容量＞

調整機能なし電源

FIT電源等の
期待容量等

※ カッコ内の数値は調達量に
対する割合。

対象実需給年度

（内）揚水

調達量

容量市場メインオークション約定結果
（対象実需給年度：2027年度）
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第95回調整力
及び需給バラン
ス評価等に関
する委員会資
料より

３．中長期の調整力確保の在り方について
③調整力等委員会における検討状況（調整力設備量で確認する機能）

◼ 容量市場では、オークションの参加登録の段階で調整機能の有無のみを確認している。

◼ 調整力等委員会で、それに加えて具体的な調整機能や供出可能量の確認を提案している。



12

第95回調整力
及び需給バラン
ス評価等に関
する委員会資
料より

３．中長期の調整力確保の在り方について
③調整力等委員会における検討状況（調整力設備量で確認する機能）

◼ 電源の系統連系に係る技術要件（グリッドコード）で、GF・LFC・EDC機能※が要件化されているが、
一般送配電事業者が調整機能を活用するための制御回線の設置については規程はされていない。

※ガバナフリー(GF)、負荷周波数制御（LFC）、経済負荷配分. 制御（EDC) 
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第95回調整力
及び需給バラン
ス評価等に関
する委員会資
料より

３．中長期の調整力確保の在り方について
③調整力等委員会における検討状況（調整力設備量で確認する機能）

◼ 確認を行うにあたり、仮に制御回線を設置すれば供出可能となる調整力設備量（ポテンシャル）も
確認できないか検討していく。
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第95回調整力
及び需給バラン
ス評価等に関
する委員会資
料より

３．中長期の調整力確保の在り方について
③調整力等委員会における検討状況（調整力設備量の要件）

◼ また、調整力等委では、中長期に確保していくとした場合の調整力の要件について、需給調整市場
の商品要件、もしくはGFやLFC、EDCの機能毎の要件する案を示しながら議論を行っている。現時点
においては課題があるものの、需給調整市場の商品要件（案a）で確保していくことが提案されてい
る。
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第95回調整力
及び需給バラン
ス評価等に関
する委員会資
料より

３．中長期の調整力確保の在り方について
④調整力等委員会における検討状況（今後の進め方）

◼ 中長期の調整力設備量を確認する仕組みの充実を図るにあたり、容量市場や供給計画で連携しな
がら調整力設備の諸元の提出を行うなど、具体的な方法については、事業者の業務運用も確認し
ながら整えていくことが必要となる。※様々な事業者の多岐にわたる電源がオークションに参加していることに留意

◼ また、容量市場の仕組みを通じた確認は、実需給期間に対する4年前時点の見込みであり、対象が
オークション参加者に限定されるものの、既存の仕組みを通じて把握が可能な手法であると考えられる。

◼ 今後、供給計画や、調整力確保に関する計画で行う仕組みも確認しつつ、引き続き、容量市場の
仕組みを通じて可能な確認方法の具体化を進めていく。



16４．発動指令電源の応札上限容量の扱いについて

◼ 2023年度実施のメインオークションにおける発動指令電源の応札上限容量※１は約642万kW

◼ 一方、発動指令電源の応札容量は約621万kW※２と上限以内であった。

第88回制度
検討作業部
会資料より

※１：全国H3需要の4％（第64回制度検討作業部会より）
※２：調整係数反映前の値。調整係数反映後は600万kW



17４．発動指令電源の応札上限容量の扱いについて
①制度検討作業部会におけるこれまでの議論（1/2）

◼ 発動指令電源の応札上限容量の扱いについては、国の審議会において、メインオークションにおいて、
当時の上限である3％の枠を超えた応札が行われたことを受けて、メインオークションと追加オークショ
ンの配分も含め当該上限のあり方について検討が行われた。

◼ また、約定した発動指令電源は、あらかじめ夏季と冬季の実効性テストを行い、契約容量の確認が
行われることから、テスト結果の状況も募集量の判断において重要であることも検討された。

第64回制度
検討作業部
会資料より



18４．発動指令電源の応札上限容量の扱いについて
①制度検討作業部会におけるこれまでの議論（2/2）

◼ 発動指令電源の応札上限容量は５％と設定（メインオークションで4％、追加オークションで1％）

◼ 発動指令電源の応札上限容量を増加させた場合、相対的に安定電源の調達量が減少することに
より、発動指令電源にかかる調整係数が減少し、導入量が一定量を超過すると調達量が飽和して
増加しなくなることや、発動指令電源に応札する事業者にとっても徒に上限を増加させることは望まし
くないことも踏まえて議論を行っている。

第64回制度
検討作業部
会資料より



19４．発動指令電源の応札上限容量の扱いについて
②事業者アンケートの実施や実効性テスト結果の確認

◼ 発動指令電源の応札上限容量の扱いについては、今回のメインオークションで621万kW（応札上
限の約97%）の応札があり、上限は超えていないものの、扱いについての検討をあらかじめ進めてお
くことを考えている。

◼ また、応札上限容量の扱いに関しては、上限の引き上げや撤廃について、それぞれのメリットやデメ
リット、実効性テストの結果も踏まえながら、これまでの議論を行っている。今後の検討の視点として
は、発動指令電源の事業者の意見確認も参考としていくことが考えらえる。

◼ 意見確認を行う事業者の対象や方法としては、オークションに参加して約定している発動指令電源
の事業者に対して、アンケートを行う方法がある。

◼ 応札上限容量の扱いとして、上限の引き上げや撤廃について、現在の設定を継続すること等につい
て、応札行動は各事業者の判断があることや、導入量と調整係数の関係も理解しながら意見をいた
だくことになるため、これまでの本検討会や国の審議会の内容等も参照いただきながら、直接的に関係
する事業者の意見を参考とさせていただくことを想定している。

◼ なお、発動指令電源の2025年度の実需給期間に向けた実効性テストは、現在夏季・冬季のテスト
を実施しているところであり、前回や今回の実効性テスト結果も参考とすることを想定している。

◼ 上記を踏まえつつ、2024年度メインオークションにおける検討や、それ以降のオークションにおける検討
等を判断しながら議論を進めていきたいと考えている。



20５．今後のスケジュール

◼ 追加オークションに向けて、国の審議会の議論を踏まえながら、このあと本検討会では需要曲線の
原案の作成を進め、2025年実需給期間に向けた開催判断を行う準備を行っていく。

◼ 追加オークションは、参加登録をあらかじめ開始しており、2023年12月に募集要綱を公表し、現在、
2024年2月より参加登録を開始している。開催することとなった場合には、2024年5月頃を目途と
して応札が行われる。

◼ なお、追加オークションの期待容量の登録は、募集要綱でスケジュールで目途を示しているが、期待
容量諸元一覧の公表は、国の審議会の信頼度基準の議論を踏まえながら準備していく。

➢ 期待容量諸元一覧：2月末頃→現時点で、3/5頃を予定※

➢ 期待容量の登録期間：現時点で募集要綱に示した予定に変更なし※

◼ 中長期的な調整力の把握、発動指令電源の応札上限の扱いについては、次回メインオークション以
降に向けた検討として進めていく。

◼ メインオークションに向けた進め方は、今回の約定結果を踏まえた検討を国の審議会と連携して進
めつつ、募集要綱の作成や意見募集、需要曲線の原案の準備を進めていく。

◼ また、次回のメインオークションのスケジュールは、募集要綱の中で公表を行うことを予定している。

（参考：前回2023年度のメインオークションでは、8月に参加登録を開始し、10月に応札を実施）

※時期の変更がある場合は通知を実施


